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4．富山ライトレール線の課題       
  ―市民参画のまちづくりを原点に計画・運営両面の再構築が必要―   
（1）市民参画で LRTを核としたまちづくりを 
（2）第 3セクターによる LRT運行を成功させるために，どうすべきか 
（3）自治体が交通全体のコントローラーになり，運輸連合の結成による 
共通運賃制採用を   
                  （以上，第 44巻第 2号に掲載予定） 
 
は じ め に 
 西日本旅客鉄道株式会社（以下，JR 西日本と略記する）は，整備新幹線の北陸新幹線開業時に
並行する北陸線のほか，富山港線を含む北陸 3県の 7支線も一括分離する方針を 2000年 2月
に表明していたが，同社はその後 2003年 2月，富山港線と岡山県の吉備線を路面電車化（LRT
化）する構想を明らかにした。導入を想定している LRT（Light Rail Transit／新型路面電車）は
従来の電車よりも軽量なため，線路補修費などのコスト低減が可能としている。この構想を積
極的に受け入れる意向を表明した富山市は JR 西日本と 2003 年 5 月から協議を開始し，沿線
の自治会組織からも支持する声が上がってきた。 
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式」採用で大いに注目される。積極的に低床式車両（Light Rail Vehicle, LRVと略称）を導入や運
賃引き下げを実施するなど，利用者のニーズをくみ取り，打って出る展開は地域に大きな旋風
を引き起こした。 





 こうした動きが最近高まる一方，他方には LRT の導入を市民運動の展開で実現しようとい
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山港線である。 










ち出された JR富山港線の LRT化の意義は極めて大きいといえる。 









                                                          
 2) 都市再生戦略としての LRT 導入の意義は極めて大きい。わが国でも LRT を，ひとと環境にやさしい都市交




  関心のある方は，土居靖範・近藤宏一・榎田基明共著『LRTが京都を救う』（つむぎ出版，2004年 12月刊）
を参照してください。 
 3) カールスルーエはドイツ南西部，ライン河に接する地方中心都市で，人口は約 28万（周辺市町を加えた都市
圏人口は約 58万人）。カールスルーエでは 1992年以来，既存の路面軌道区間と近郊のドイツ鉄道や私鉄に LRV





















 富山港線は，JR富山駅と富山市北部の岩瀬浜を結ぶ全長 8キロの単線・電化路線で JR西日
本が地方交通線として運行している（図 1：富山港線の変遷参照）。駅数は 10駅で，全て富山市内
にある。平均駅間距離は 880メートルで，なかでも大広田－東岩瀬間の営業距離は 500メート
ルと全国の JRの中で最短の駅間距離となっている。         





催日のみ 1部列車が臨時停車する競輪場前臨時乗降場（1987年 4月 1日開業）がある。 
 直流電化で短い駅間の同線は北陸地方の JR 鉄道の中で異色といえるが，それは歴史をひも
とけばおのずと明らかになる。 





「伏木富山港」）に移り，岩瀬地区の地位は次第に低下し貨物線は 1986年 11月に廃止された。 
写真 1 ドイツのフライブルグの路面電車と LRV（筆者撮影） 



























足翌年の 1988年度の 1日約 6,500人が，2001年度には同 3,800人にまで減少している。 
 
 （1）富山市の人口等概要 




（出所）『全線全駅鉄道の旅・第 7巻 北陸・山陰 JR私鉄 2300キロ』小学館，1991年 5月刊，112ページより。 
図 1 富山港線の変遷 






















  富山県は 1999 年度に一世帯あたりの自家用車保有台数が 1.64 台と全国平均の 1.07 台を上
回り全国トップであり，2000 年の国勢調査では自家用車通勤・通学の割合が 72％と山形県に
次いで全国 2位の“マイカー王国”となっている。これは 2000年の富山県の道路整備率 69.5％
で全国 1位，道路改良率 73.0％で全国 2位であり，道路環境が極めて良く整備されていること
も影響している。 
 




                                                          
 4) JR富山港線の東岩瀬駅から徒歩 10分，岩瀬の大町通りにある北前船回船問屋の森家（国指定重要文化財）の
（次頁に続く） 
写真 2 富山駅 7番ホームの富山港線の列車（筆者撮影） 






 同線は 1941 年，現在の富山地方鉄道の前身にあたる「富山電気鉄道」5) に買収されるが，













                                                                                                                                                        
建物が公開されている。 
  屋久杉の板戸，能登産黒松のはり，囲炉裏を飾るロシアの琥珀（こはく），土間には小豆島産の巨大な 1枚岩，
日本海交易で活躍した北前船回船問屋森家は，各地の富を集め 3 年の歳月をかけて 1878（明治 11）年に建築
された。棟梁は京都の東本願寺を普請した親方を呼び寄せ建てられもので，当時のたたずまいを今に残す東岩
瀬回船問屋型町屋の一つである。 
5) 1937（昭和 12）年 7 月の日中戦争を契機に，日本は戦時経済体制に突入した。翌年 3 月には全面的な戦時経
済体制を構築するため「国家総動員法」が公布された。3月 22日に「陸上交通事業調整法」が帝国議会を通過







  富山地方では， 鉄・軌道で県営，市営，民営の 7社が入り乱れ，バスに至っては 53社にものぼっていたが，
1943 年に第 1 次統合し統合会社は新商号を「富山地方鉄道」とし，1945年の第 2次統合をへて全県の事業者
統合を完了した。 
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表 1 富山港線変遷年表 
                            
西暦（元号）．月．日 富山港線関連事項   
1891（明治 24）頃 東岩瀬を起点とする馬車鉄道計画（越飛・富山馬車鉄道など） 
1897 「富山鉄道」東岩瀬－富山間仮免許取得（翌年中断）  
1899.3.20 北陸線富山まで開通  
1912.4 「岩富電気鉄道」計画（「五大家」+才賀電気商会，9月中断）  
1920（大正 9）.3 富山（桜橋）－東岩瀬間鉄道敷設免許申請（加藤金次郎ら）  
1921.11 起点を富山駅に変更出願  
1922.9.2 富山駅－東岩瀬東岩瀬間免許交付  
1923.3  富岩鉄道株式会社（資本金 100万円，社長加藤金次郎）設立  
1924（大正 13）.7 富岩鉄道，富山口－岩瀬港（現在の岩瀬浜）間(7.5キロ)開業  
1927（昭和 2）.12.15 富岩鉄道，富山口－富山駅間(0.7キロ)貨物営業開始 
1928.7.11 富岩鉄道富山～岩瀬港間の旅客営業を開始 
1928.3 東岩瀬港第一期修築工事竣工(1000トン級船舶碇泊荷役可能)  
1931.4.11 富岩鉄道，岩瀬港－西宮埠頭間（北回り）免許  
   9.18 満州事変勃発  
1934.8． 東岩瀬町，東岩瀬港－東岩瀬（現東富山）駅引込線計画を鉄道大臣に申請  
   10.10 富岩鉄道，西宮（信）－岩瀬埠頭間（南回り）への変更認可  
   10.25 高山本線全通  
1935.1  東岩瀬港第 2期修築工事竣工(3000トン級船舶接岸荷役可能)  
   12.27 富岩鉄道西ノ宮信号所（現在の大広田）～岩瀬埠頭（のちの富山港）間（1.6キロ） 
 貨物営業開始  
1937.7.7 日中戦争勃発  
   12.1 富岩鉄道，富山電気鉄道の傘下に入る  
1938.1.1 岩瀬港駅→岩瀬浜駅と改称  








   8.3 富山市議会，富岩鉄道の国有化と複線化の請願書を議決  
   8.31 富山電鉄，岩瀬浜－滑川間（海岸線）認可申請  
   9.1 東岩瀬町他 2町 7村が富山市へ編入  
1941.2.22 鉄道省技師来富，富岩鉄道買収の内交渉開始  
   12.1 富岩鉄道は富山電気鉄道へ，富山～岩瀬港間，日満工場前（現在の大広田）～ 
 岩瀬埠頭間を譲渡，富山電気鉄道富岩線となる。一切を譲渡し，富岩鉄道は解散 
   12.8 太平洋戦争勃発  
1943.1.1 県下交通統合により鉄道各社は合併し富山地方鉄道株式会社が設立  
   1.16 東岩瀬港が伏木岩瀬港より独立，富山港となる  
   3.8 富山地鉄，桜橋－東岩瀬間軌道敷設特許出願（薬専校以北は富山港線共用） 
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   6.1 富山地方鉄道富岩線 富山～岩瀬浜間，大広田～富山港間，富山～奥田間が国有 
 化で鉄道省に移管され，国鉄富山港線となる 
   7 富山操車場着工（後中止）  
1945.5.24 富山港へ機雷投下（1952.2掃海作業完了）  
   8.1 富山大空襲  
   8.15 敗戦  
1947.8 被買収鉄道還元期成同盟会結成，戦時買収線の払下運動開始  
1948.11.22 買収鉄道払下問題に関する答申提出（結果は払下不可）  
1949.6 日本国有鉄道公社設立  
1955.10.1 富山操車場業務開始  
1958.4.10 （貨物）富山操車場―蓮町間開通（北陸本線の支線）：蓮町貨物線開業  




        全線で貨物扱い廃止 
1987.4.1 国鉄分割民営化により JR発足・富山港線は JR西日本に継承となる  
1995.10 JR西日本の北陸地域鉄道部が発足，富山港線はこの管理下になる 
2000.2． JR西日本，北陸新幹線開業時経営分離の「並行在来線に」富山港線他 6支線を 
 含める方針を表明  
2003.2． JR西日本は富山港線と岡山県の吉備線を路面電車化する構想を新聞発表 
    採算が厳しいローカル線を切り離すため，維持管理費が割安な路面電車への転 
 換を 2線で検討・地元との協議を始めていることを明らかにした 
 富山港線の路面電車化計画本格化  
2003.5.22 富山市，富山港線を 3年後までに路面電車化する方針を固める 
2003.6.10 富山市議会で市の補正予算案に路面電車化向けた調査費が盛り込まれる 
2003.7.25 富山港線路面電車化検討委員会の第 1回検討会開催 
2003.7.27 富山市議会建設委員会で路面電車化後の富山港線は 3セク運営が望ましいとの 
 方針が可決  
2003.9.30 富山港線路面電車化検討委員会の第 2回検討会開催 
2003.11.27 富山港線路面電車化検討委員会の第 3回検討会開催 
2003.11.29 「富山港線を育てる会」の設立総会が開かれる 
2004.1.29 第 3セクター会社の設立準備会が初めて行なわれる 
2004.2.12 富山港線路面電車化検討委員会の第 4回検討会開催 
 『富山港線路面電車化に関する検討報告書』最終報告発表 
2004.2.20 富山市と JR西日本が富山港線の鉄道資産実質無償譲渡で合意 
2004.3.24 第 3セクターの会社名が「富山ライトレール」に決定 
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 （3）JR富山港線の現行ダイヤと利用状況 






 開業当時から電車による運行であったが現在は朝夕は 1時間 1～2本の運行で，日中はディー
ゼル気動車の 1両ワンマン運行になっている。 
 JR 富山港線への不満・改善点をいくつか紹介したい。まず富山港線路面電車化検討委員会
（2003 年 7 月設置）が，2003 年 10 月に沿線住民へアンケート調査を実施した結果によると，
富山港線を「利用したことがない」「年 1・2回しか利用しない」を合わせて，約 7割の住民が
ほとんど利用してない状況である。 









  ところで JR 富山港線の収支状況は全く不明である。富山港線の年間事業経費や収支データ
                                                          
 6) 『鉄道ジャーナル』2000 年 11 月号（NO.409）に鈴木文彦氏執筆の「富山平野のローカル鉄道（後編）」の
記事が掲載されている。JR富山港線の利用実態の記述があるので引用したい（同書 85～86ページより）。 














表 2 現在の JR富山港線時刻表／2004年 7月 28日現在／1日 20往復 
 
（平日・富山駅発車時刻）  （平日・岩瀬浜駅発車時刻） 
5時            55    
6時   14       52  6時    17       55  
7時 25  7時     27 
8時 01     34  8時 03     37  
9時  23     53  9時     25      54 
10時   10時    19  
11時  11  11時       37 
12時            59  12時      
13時   13時     25 
14時 00  14時     27 
15時 02  15時     27 
16時 14    38  16時        40 
17時 19    52  17時     22      54 
18時       33   18時       37 
19時   14      19時   16      42  
20時  11          20時       35   





 前述したように，JR西日本は 2000年 2月，整備新幹線の北陸新幹線開業時に並行する北陸
線のほか，富山港線を含む北陸3県の7支線を一括分離する方針を表明していたが，その後2003
年 2月，富山港線と岡山県の吉備線を路面電車化し切り離す構想を明らかにした 7)。導入を想
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定している LRT は従来の電車よりも軽量なため，線路補修費などのコスト低減が可能として
いる。 
  富山市においては 2003年 5月に森富山市長が同線の LRT化受け入れを正式に表明した。ま
た，これに合わせて住民説明会を開始し，6 月市議会に軌道敷設のための調査費用 3,500 万円
の補正予算案を提出した。 
 富山市と JR 西日本とは 2003 年 5 月から協議を開始し，沿線の自治会組織からも支持する















う JR 富山駅の高架化では JR 富山港線が北部に張り出しホームを設置することは，既に北部
周辺の線路建設余地を売り払いホテルやマンションが立地した現状では高架，あるいは 2階建
高架化が難しい状況となっていたこともある。 
 かくして JR 西日本の意向に対して，富山港線の路面電車化計画を積極的に受け入れたいと
いう富山市の方向が示され，協議は本格化する。2003 年 5 月には富山市，富山港線を 3 年後
までに路面電車化する方針を固め，6 月開催の富山市議会で市の補正予算案に路面電車化に向
けた調査費支出が可決された。 
 富山市に設置された富山港線路面電車化検討委員会の第 1回検討会が 2003年 7月 25日に開
催され，富山港線は①高架化するか，②路面電車化するか，③廃止してバス転換するかの検討
が行われたが，富山港線を路面電車化することが富山市のまちづくり計画との整合性で望まし
                                                                                                                                                        
の増加を期待している。 
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いとし，また路面電車化の運営は第 3セクターが望ましい 8) との見解が採択された。 












  600ｍおきに設置することとする。〈3ヵ所の駅増設〉 
(ⅱ) 運行間隔 
  15分程度の間隔で運行する計画を基本とする。ピーク時は 10分間隔で。 
(ⅲ) 使用する車両 
  全車両を利便性の高い超低床式車両とする。 
(ⅳ) 経営形態 
  第 3セクターとする。〈平成 16年度（2004年度）に新会社を設立する予定〉 
                                                          
 8) 富山港線路面電車化検討委員会の『富山港線路面電車化に関する検討報告書』（2004 年 2 月刊）では，この















立命館経営学（第 43巻 第 6号） 14 
 （2）第 3セクター・富山ライトレール株式会社の設立 
   おおよそ半年間の準備期間を経て，2004年 4月 17日に第 3セクター「富山ライトレール
株式会社」の設立総会が開催された。総会で設立が決定された会社の概要は下記の通りである。 
 新会社の資本金は 4億 9800万円で，富山市が 33.1％，富山県が 16.1％を出資，残りは商工
会議所と地元有力企業 14 社が出資した。 社長には森富山市長が就任し，2006 年 4 月の開業
を目指している。 
 発起人の 8者は，インテック，富山市，富山商工会議所，富山第一銀行，富山地方鉄道，日
本海ガス，北陸銀行，北陸電力である。発起人 8 者で 7260 株（一株 5万円），残りは沿線企業








 なお 4月 27日には富山県が，富山ライトレール株式会社に出資した 8000万円のほかに基金
として 7000万円を積み立て，計 1億 5000万円を支出することになった。 
 





 JR富山港線（富山－岩瀬浜間 8.0km）を引き継いで路面電車化する第 3セクター・富山ライト
レール株式会社と富山市は，総事業費を 58億円，開業時期を 2006年 4月とする事業計画をま
とめた。 
 事業費は，新設する軌道区間（富山駅北口－奥田中学校踏切間）建設費を 15 億 5000 万円，現
在 JRとして営業中の鉄道区間（奥田中学校踏切－岩瀬浜駅）の改良費を 24億円，車両新造費や





















図 2 富山ライトレール線の路線 
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 なお，これによって現在の JR富山港線の富山－奥田中学校踏切間は廃止となる。 
 運行計画は朝のラッシュ時 10分間隔／日中 15分間隔／夜間 30分間隔，最高速度は軌道区
間を 40km/h，鉄道区間を 60km/h とし，犬島新町・千代田町・奥田中学校前・牛島新町に駅
を新設し合計 13駅となる。 
 車両基地と司令所は城川原に置き，奥田中学校前に変電所を新設する。なお車両は新潟トラ
ンシス製の 2連節低床車（LRV）を 7編成導入すると決定している。 
                          
 それ以降の最近までの JR 富山港線，富山ライトレール株式会社（以下，TLR と略記すること
もある）等にかかわる 2004年の動きを，地元新聞の報道記事をもとに日付順に記すると次のよ
うになる。 
5月 1日 ： TLR，牛島町の事務所で業務本格化，新本社や車庫，運転区は城川原駅構内に設置 
5月 4日 ： TLR沿線整備や中心市街地再開発関連で富山市が国に「まちづくり交付金」申請 
5月 11 ： 富山市の森市長を団長とする欧州 LRT視察実施 
 ～18日 ： フランスのストラスブール，ドイツの「環境首都」フライブルグ，ウィーン，パ 
  リを訪問  
5月 27日 ： 森市長と国交省北陸地方整備局の大盛哲夫局長が会談，局長が路面電車化の全面 
 支援を表明 







6月 3日 ： 富山駅周辺整備計画，「南北自由通路西側で TLR線と富山地鉄市内軌道を結び停 
  留所設置」をめざす 
6月 4日 ： 富山市建設委員会，「LRT車両デザインは今秋決定」したい 
6月 11日 ： 富山市と富山ライトレール，4ヵ所に新駅を設置する方針固める 




6月 18日 ： TLR沿線整備や中心市街地再開発関連で富山市が申請した「まちづくり交付金」 
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  が国交省で採択される（TLR関係では蓮町・岩瀬浜にバスターミナル整備など） 
6月 20日 ： JR富山港線の路面電車化に向け，富山港線を育てる会，富山ライトレール，富山 
 市の三者が支援実行委員会を発足させた。市民や事業所に市の事業助成基金への 
 寄付を呼び掛け，市民参加による地域公共交通体系づくりにつなげる。寄付金は 




 基金は 5億 5000万円以上が当面の目標。市は JR西日本からの協力金の一部を
振り向ける予定だが，幅広い市民や事業所からの寄付金を基金に積み立てること
で，住民のマイレール意識を高め，将来的な利用促進にもつなげる意向である。 
7月 19日 ： 富山市と富山ライトレール，ICカード導入の方針を固める 
7月 23日 ： 市議会建設委員会で，路面電車化に伴う総費用が安全対策強化と ICカード導入で 
 58億円になることが報告される 
7月 24日 ： 7編成導入する LRVは新潟トランシス（東京都）製とする方針を固める 
7月 25日 ： 国土交通省が LRT導入を自治体に促す目的で 2005年度予算概算要求に「LRT整 




ことを決め，来年度 2005 年度予算の概算要求に施設整備費の 3 分の 1 補助など
を盛り込んだ。同省では富山ライトレールのケースを LRT整備事業の目玉にした
い考えといわれる。 
8月 25日 ： 富山県，9月補正予算案に支援金 5000万円計上，県の支援総額 1億 5千万になる 
8月 26日 ： 国交省，路面電車化の新軌道整備と岩瀬浜駅改良の補助を盛り込む政府予算概算 
 要求を発表（岩瀬浜駅は周辺地域を結ぶフィーダーバスとの交通結節機能強化のためバス 
 停留所と一体化） 
8月 27日 ： TLRは国に鉄道事業許可と軌道事業特許を申請 
11月 9日 ： 国土交通省は JR西日本の富山港線（富山－岩瀬浜間）を引き継ぎ，路面電車化を進 
 めている富山市の第三セクター・富山ライトレールに対し，鉄道事業の許可（奥 
 田中学校前－岩瀬浜間，6.5km）と軌道事業特許（富山駅北－奥田中学校前間，約 1.1km） 
 の認可を行った。 
（「下」は，第 44巻第 2号に掲載予定） 
